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市政だより 交通事故相談日

4月24日 (火)

市役所第 1会議室

10時~ 15時
なるべく事故に関係の

書類をご持参ください
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議りを通じてみんなよい子に
3"月271:1午後のひととき、緑深い市立清和園の

-宝lζ音楽が(stれ、小さな子どもたちの熱心な踊

りが、寂 しく余生を送っておられるおじいちゃん

やおばあちゃんたちの心を慰め、たくさんの拍手

があげ放された窓わ外に何回となく 響いておりま

した.踊りが終わるとみんなで肩をたたいてあげ

たり 、お話をしたり して心からの!芯間を しましたο

乙のよい子たちは西大村地区の若車民踊子ども

会(草村敦子会長会員32名)で3歳から13歳ま

での子どもたらで結成され、昨年の6月から申地

区公民館で毎週土曜日の午後2時間、主事村瞭子先

生の指導でようやく踊れるようになり 、さっそく

年間行事の一つである福祉施設の訪問をしたわけ

です。踊 りを通じて F明るく正しい健やかな子ど

もに成長するよう μ お母さんがたも暖かく見守っ

ておられます。

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII!III111111111111111111111111111111111111111111111111 

毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長岩永敬之 印刷所/第一印刷附

小さな踊りで
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大きな慰問
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若草民踊子ども会

;、

。

，、
" 

、戸
、ー

乙

"'> 
と

じ

て

く

だ

さ

い

f十〉

/ 



(2) りおおむ市政だより白
川

氏
J

川

白
川
川

A
，
川

年
州
只
U

川

A
守

川

和
川
昭
川

最
近
に
お
け
る
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
に
伴

う
新
た
な
行
政
需
要
に

対
処
し
、
地
域
の
特
性

に
応
じ
た
生
活
関
連
施

設
の
整
備
を
は
じ
め
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
は
か
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
、
国
・
県
の
施

策
を
考
慮
に
入
れ

ω公
共
施
設
の
整
備

ω福
祉
対
策
の
推
進

ω教
育
の
振
興

ω産
業
の
振
興

以
上
の
四
つ
を
重
点

施
策
と
し
て
一
方
に
は

公
営
企
業
の
健
全
化
、

行
政
事
務
の
合
理
化
を

推
進
し

住
み
よ
い
豊
か
な

調
和
の
と
れ
た

都
市
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
昭
和
四

十
八
年
度
の

一
般
会
計

予
算
は
前
年
度
の
当
初

予
算
よ
り
十
二
億
二
千

四
百
七
十
五
万
円
多
い

五
十
三
億
五
千
二
百
十

八
万
三
千
円
が
議
決
さ

れ
ま
し
た
.

予
算
の
う
ち
で
お
も

な
も
の
は

土
木
行
政
で
は

ω道
路
舗
装
排
水
施
設
の
整
備

ω公
営
住
宅
六
十
八
戸
の
建
設

農
林
行
政
で
は

ωミ
カ
ン
対
策

ω農
道
舗
装

ω農
村
施
設
総
合
整
備
事
業

仙
一
農
業
振
興
地
域
の
整
備
計
画

商
工
行
政
で
は

ω中
小
企
業
振
興
の
資
金
対
策

観
光
行
政
で
は

ω自
然
景
観
の
保
持
と
人
工
美
の

昭和48年度一般会計予算

o割合 100%

デ 円市:iiFJJJ
53億5，218万3千円

齢¥

女予算額

~ 

「
せ
ま
い
日
本

そ

ん

な

に

急

い

で

調
和

衛
生
行
政
で
は

ω火
葬
場
使
用
料
の
無
料
化

ω環
境
美
化
対
策

ωガ
ン
検
診
補
助
対
策

清
掃
行
政
で
は

ω廃
棄
物
の
完
全
処
理

ω
Cみ
、
し
尿
処
理
の
施
設
拡
充

ω不
法
投
棄
防
止
対
策

福
祉
行
政
で
は

ω二
歳
未
満
児
ま
で
の
医
療
を
無

;子二 主主9'FfIど

、ー

消防費

'A9，328万円。1.7%E舗
衛生費

u5億1，345万4千円。9.6%議
f¥ 

行
く
」

寸
守
レ
U

J
辺

hq

，，n
J

ω心
身
障
害
児
家
庭
奉
仕
員
の
設

置
お
よ
び
医
療
無
料
化
の
拡
大

ω愛
の
ベ
ル
設
置

社
会
行
政
で
は

的
婦
人
交
通
指
導
員
の
配
置

教
育
行
政
で
は

仰
校
舎
改
築
、
学
校
体
育
館
、
プ

ー
ル
の
新
設

ω父
兄
負
担
の
軽
減

ω放
送
教
有
設
備
等
備
品
の
整
備

教育費

大10億3，547万2千円。19.4%3震
農林水産業費

会4億4，014万9千円。8.2%
〆1ぞ仏
三矛?

社
会
教
育
お
よ
び
体
育

行
政
で
は

の
公
民
館
の
整
備
充
実

ω市
民
プ
ー
ル
の
建
設

消
防
行
政
で
は

ω装
備
の
充
実

そ
の
他
と
し
て
は

ω下
水
道
の
認
可
申
請

凶
町
名
町
界
整
備

な
ど
で
す
。

(
運
転
者
向
け
の
も
の
)

予備費

大500万円

。0.1%
災害復旧費

大338万8千円。0.1%語ミ
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「
た
し
か
め
て

ま
た

料

金

を

改

今
日
の
経
済
事
情
な
ど
で
、
現

行
の
し
尿
く
み
取
り
料
金
(
昭
和

四
十
四
年
十
一
月
一
日
実
施
)
で

は
、
清
掃
許
可
業
者
の
正
常
な
経

営
が
困
難
と
な
っ
た
の
で
、
乙
の

りおおむ市政だより(3) 

し尿くみ取り料金の改訂内容

訂

た
び
し
尿
処
理
業
務
の
円
滑
な
運

営
を
図
る
た
め
、
適
正
な
く
み
取

り
料
金
を
算
定
し
て
、
次
の
と
お

り
五
月
一
日
か
ら
改
訂
実
施
す
る

ζ

と
と
な
り
ま
し
た
の
で
皆
様
の

5月1日から下記のとおりくみ取り料金が変わります

35円

λY 

28円

18リットルにつき

て

た

じ

か

め

て

ご
理
解
と
、
と
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
。
次
の
事
項
は
従
来
ど

お
り
で
す

ω
一
般
世
帯
と
一
般
世
帯
以
外
の

事
業
所
の
区
分

「
一
般
世
帯
」
と
は
同
居
人
を
含

む
世
帯
人
員
十
人
ま
で
の
家
庭
で

ム
勤
労
者
、
無
職
者
の
家
庭
ム
営

業
家
庭
で
も
そ
の
家
庭
の
便
所
を

外
来
客
な
ど
が
使
用
せ
ず
家
族
の

み
が
専
出
し
、
一
カ
月
に
一
回
以

上
く
み
取
り
を
す
る
家
庭
。

ご
般
世
帯
以
外
の
事
業
所
等
」

と
は
、
ム
一
般
世
帯
で
あ
っ
て
も

そ
の
家
族
(
間
借
入
、
使
用
人
、

同
居
人
を
含
む
)
が
十
人
以
上
の

家
庭
。
ム
物
品
販
売
営
業
、
事
務

所
等
事
業
所
で
従
業
者
、
外
来
者

等
不
特
定
者
が
使
用
す
る
便
所
を

有
す
る
事
業
所
。
ム
一
般
世
帯
で

あ
っ
て
も
家
族
数
に
比
較
し
て
排

出
量
が
多
い
家
庭
並
び
に
、
二
カ

月
に
一
回
あ
る
い
は
、
そ
れ
以
上

の
期
間
、
に
一
回
の
く
み
取
り
を
す

る
家
庭
。
ム
一
般
世
帯
で
あ
っ
て

も
、
便
楢
が
無
臭
式
あ
る
い
は
二

槽
方
式
の
も
の
を
使
用
し
て
い
る

家
庭
。
ω料
金
の
徴
収
に
つ
い
て

八
斗
料
金
は
く
み
取
っ
た
つ
ど
清

掃
業
者
が
直
接
請
求
し
ま
す
の
で

規
定
料
金
か
ど
う
か
確
認
の
う
え

ノ、

イ
横
断
」

必
ず
領
収
証
と
引
き
替
え
に
支
払

う
乙
と
。
ム
請
求
さ
れ
た
料
金
に

つ
い
て
と
不
審
の
点
が
あ
れ
ば
、

市
衛
生
課
に
と
連
絡
く
だ
さ
い
。

ωぜ
ひ
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
事

項
と
、
ご
協
力
の
お
願
い

ム
便
槽
内
に
洗
濯
水
や
汚
水
を

入
机
な
い
で
〈
だ
さ
い
。

ム
ス
リ
ッ
パ
、
げ
た
、
下
着
類

そ
の
他
国
形
物
を
便
槽
内
に
落
し

改訂し尿くみ取り料金

早見表

(
歩
行
者
向
け
の
も
の
)

た
り
投
げ
入
れ
た
り
し
な
い
乙
と

ム
雨
水
な
ど
が
便
槽
に
流
れ
込

ま
な
い
よ
う
、
改
善
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

ム
し
尿
く
み
取
り
は
市
が
行
な
う

業
務
で
す
が
、
廃
棄
物
の
処
理
お

よ
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
第
七
条

の
規
定
に
よ
り
次
の
三
業
者
に
許

可
し
、
そ
の
業
務
を
代
行
さ
せ
て

お
り
ま
す
。
も
し
不
当
料
金
の
請

一明十時

一
宮
五
五
一
合
一
回
一
号
一
川
一

一卿
一ぱ一」
2

一3
-
i
5
7
一7
一8
一9
一日一

求
、
開
由
な
く
く
み
取
り
拒
否
な

ど
の
不
正
行
為
に
お
気
づ
き
の
か

た
は
、
す
み
や
か
に
市
衛
生
課
ま

で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
.

大
村
清
掃
社
(
大
村
市
下
波
止
〉

電
話
①
l
三
五
三
六

野
田
清
掃
社
(
大
村
市
富
ノ
原

郷

)

電

話

①

|

八

四

四

O

岩
藤
清
掃
社
(
大
村
市
小
路
口

郷

)

電

話

①

l
八
ニ
一
三

※従量制の場合

はくみ取り量

計算は18eが
基準量です。

この基準量に

みたないとき

は、 18l'とみ

なします。

昭

和

何

年

度

0

0

0

0

0

0

0

 

環
境
衛
生
監
視
員
決
ま
る

昭
和
四
十
八
年
度
の
環
境
衛
生

監
視
員
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま

し
た
。監
視
員
は
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

を
す
る
者
の
取
り
締
り
ゃ
各
地
区

の
住
み
よ
い
町
。
つ
く
り
の
た
め
、

巡
視
や
監
視
を
す
る
の
が
任
務
で

す。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

大
村
地
区
与
崎
喜
市

T
E
L①
五
五
七
回

大
村
地
区
神
近
正
記

①
l
三
二
三

O

西

大

村

地

区

児

玉

幸

西
大
村
地
区
岩
谷
寛
男

竹
松
地
区

森

文

人

①
|
七
二

O
六

l昭和48年 4月30円までの料金 |昭和48年5月1日からの料金 |
(現行料令改訂料金

I (人頭割定組制
-I@月にl回収集の場合1人につき 1/

56円 73円 [
1般 1-cQ)月にt面以上を収集すよる場証

I t!t 1 __J]q FIj2~l:~; ら! ??? | 一一 | 世 I 10叩乙!げする

|土巴従量制を希望する場合 1/ 3::>pj 18 ，) -/トルにつき 28円 l 1/ 3::>円

ーの I (従量制)

壁事l

lE業l外所|

竹
松
地
区

福
重
地
区

長
岡
秋
人

一
楽
吉
作

①
|
九
六
六
三

宮
原
梅
ニ

①
i
八
二

O

一

禿

鶴

雄

①
1

五
六

O
九

渡
辺
好
実

①
l
四

O
九

O

松
原
地
区

萱
瀬
地
区

鈴
団
地
区

三
浦
地
区

浅
井
健
二



(4-) り

火
災
か
ら
暮
し
を
守
る

おおむ

春

の

火

災

予

防

を

/

市政だより

春
で
す
。
火
災
の
多
い
季
節
で

す
。
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
野

や
山
に
外
出
す
る
機
会
が
多
く
な

り
、
気
分
も
ゆ
る
み、

火
に
対
す

る
認
識
が
薄
れ
る
も
の
で
す
。

春
先
の
火
災
か
ら
暮
ら
し
を
守

る
た
め
、

次
の
乙
-と
が
ら
に
と
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
@

一、

タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
、
寝
タ

パ
コ
の
防
止
。

二、

外
出
時
、
お
や
す
み
前
の
火

の
元
点
検
。

三
、
老
人
家
庭
に
対
し
て
は
、

声

を
か
け
、
あ
た
た
か
い
気
持
で

見
守

っ

F

て
や
り

ま
し
ょ

〉
「
ノ

昭和48年4月、何日
11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111IIIIIilll 
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「
ぼ
く
し
な
い

四
、
山
登
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど

で
火
を
使
用
す
る
場
合
は
じ

ゅ

う
ぶ
ん
注
意
し、

使
用
し
た
あ

と
は
必
ず
消
し
ま
し
ょ
う
。

五
、
あ
き
地
の
所
有
者
、
管
理
者

は
す
み
や
か
に
枯
草
な
ど
の
刈

り
取
り
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

六
、
最
近
市
内
に
お

い
て
、

子
ど

も
の
火
遊
び
に
よ
る
火
災
が
多

発
し
て
お
り
ま
す
。
ご
家
庭
に

お
い
て
も
子
ど
も
の
火
遊
び
に

は
じ

ゅ
う
ぶ
ん
注
意
い
た
し
ま

し
ょ
う
。

市
営
火
葬
場
料
金
の
改
正

日

市

民

は

無

料

日

3月13日片町 の火災

市
は
四
月

一
日
か
ら
次

の
と
お
刀
火

葬
場
使
用
料

を
改
正
し
ま

し
た
。

-
本
市
の
住
民

で
あ
る

場
合

上
の十
者二
無歳
料以

ど

っ:
十
二
歳
未

満

の

者

無

料

死

産

児

無

料

身
体
の

一
部
を
含
む
汚
物

一

件

に

つ

き

百

円

@
本
市
の
住
民
で
な
い

場
合

十
二
歳
以
上
の
者

一
体
に
つ
き

、
十
二
歳
未
満
の
者

t

一
体
に
つ
き

死
産
児
一

体

に

つ

き

八

百

円

身
体
の
一
部
を
含
む
汚
物

一
件
に
つ
き

二
百
円

二
千
円

千
八
百
円

ろ
の
と

び

だ

し
|一保険料の納付方法1
一新年度から変更ー

E司E重置雪圃

@
納
入
の
し
か
た

しわう 次方納 分 八 和は保.年
たりに の 法付か年四 、険 金園
。ま 変 ょがのら 度 十昭料の 民

昭
和
四
十
八
年
四
月
分
か
ら
、

納
付
書
(
四
月
中
旬
ご
ろ
各
被

保
険
者
宛
郵
送
し
ま
す
)
で
納

め
る
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た

な
お
、
昭
和
四
十
七
年
度
分
(
四

十
八
年
三
月
ま
で
の
分
)
は
従

来
ど
お
り
、
国
民
年
金
手
帳
に

印
紙
を
は
っ
て
納
め
て
く
だ
さ

@
納
入
の
場
所

(
四
月
分
か
ら
)

市
役
所
市
金
庫
、
各
出
張
所
、

親
和

・
十
八
銀
行
の
市
内
各
支

庄
、
大
村
市
農
協
お
よ
び
各
支

所
、
松
原
農
協
、
西
九
州
信
用

、
金
庫
、
九
州
相
互
・

長
崎
相
互

の
市
内
各
支
庖

わ

る

ふ

@
納
期

一
カ
年
分
を
四
固
に
わ
け
で
納

入
し
ま
す
。

一期

目

月

別

-

納

期

一

一
一
期
一出
、
五
、六
月
分
一
六
月
末
日
一

7

一期
一七、
八
、九
月
分
一
九
月
末
日
一

τ
一一
期
干
、十一
、十
二
月
分
一士
一
月
二
十
八
日
-

一四
期
士
、二、
三
月
分
一
三
月
末
日
一

(
註
)
四
期
分
に
つ
い
て
は
、来
年

に
保
険
料
の
改
訂
が
予
想
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、

今
回
の
納

付
通
知
書
の
発
行
は
、
と
り
あ

え
ず
三
期
分
ま
で
に
し
て
お
り

ま
す
。

保
険
料
納
入
組
合
に

加
入
の
か
た
に
お
願
い

納
付
書
が
市
役
所
か
ら
届
き
ま

し
た
ら
、

確
認
の
う
え
、
直
ち
に

組
合
長
に
納
付
通
知
書
令
泊
け
て

取
り
ま
と
め
に
つ
い
て
お
願
い
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
、
納
付

通
知
書
と
同
時
に
、
チ
ラ
シ
を

、同
封
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
よ

く
お
読
み
く
だ
さ
い
。

、J
r

，，f-z-三
室F't-
-
hy
--2
9
見、f
t
s
r
，

固
定
資
産
税
の
納
税

通
知
書
・を
発
送

昭
和
凶
十
八
年
度
分
の
固
定
資

ざ
け
」

産
税
納
税
通
知
書
を
四
月
十
二
日

広
発
送
し
ま
し
た
。

お
確
か
め
の
う
え
、
お
わ
か
i

り

に
ーな
ら
な
い
こ
と
は
課
税
課
民
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
地
方
税
法
改
正
案
(
固

定
資
産
税
)
会
現
在
国
会
で
審
議

中
で
す
か
ら
、
今
回
の
納
税
通
知

書
は
現
在
の
法
律
で
算
定
し
て
お

り
ま
す
の
で
、

法
律
改
正
後
算
定

替
え
を
行
な
い
第
三
期
、
第
四
期

分
で
税
額
変
更
を
い
た
し
ま
す
。

改
正
法
律
に
つ

い
て
は
後
日
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

N
M
et-

‘及、
=・ご'p-et
、-red
s
g
z

，ごよも白，一三
ごE
、、

交
通
遺
児
教
育
手

当
の
申
請
受
付
中

交
通
事
故
に
よ
り
、親
日
ど
(
生

計
の
維
持
者
)
を
失

っ
た
児
童
生

徒
(
小
中
学
生
)
に
対
し
て
、
遺

児
教
育
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
ま

す
d

現
在
、
三
十
三
名

(四
十
七
年

度
)
が
受
給
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
ほ
か
の
か
た
で
、
不
幸
に
し

て
遺
児
に
な
ら
れ
た
か
た
や
、
前

記
の
該
当
者
で
新
入
生
な
ど
の
児

童
を
お
も
ち
の
か
た
は
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
市
社
会
課

へ

(
こ
ど
も
向
け
の
も
の
)



書画

「
た
し
か
め
て

ま
た

た

し

か

め

て

一

お

し

ら

せ

喜

一
ゐ
繍
簿
一
一

証
一
司
し

と
)
ま
た
は
電
話
で
衛
生
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

実
施
日
六
月
の
予
定
で
す
。

場
所
大
村
保
健
所

な
お
、
実
施
日
等
く
わ
し
く
は

本
人
あ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

昭和48年4月15日
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りおおむ市政だより(5) 

注
射
と
検
診

圃
胃
の
集
団
検
診

対
象
者
三
十
五
歳
以
上
の
人

料
金
七
百
円
(
こ
の
う
ち
一
人

一

市

立

清

和

国

へ

一

O
佐
世
保
市
宮

一

崎

町

四

の

八

一

ホ

|

ム

物

産

一

佐

世

保

営

業

一

所

(

社

長

吉

一

野

太

郎

さ

ん

一

)

は

「

生

活

一

と

健

康

を

考

一

え

よ

う

」
の

一

催

し

を

大

村

一

市

内

で

実

施

一

さ

れ

た

際

、

一

来

客

者

か

ら

一

の

お

礼

金

を

一

O
松
並
町
の
光

一

山

毅

さ

ん

は

一

亡

養

母

シ

ズ

一

さ

ん

の

忌

明

E一一ご寄付ありがとうございました E一一

五
百
円
を
市
が
補
助
い
た
し
ま

す
)

検
診
方
法
胃
の
集
団
検
診
車
に

よ
る
撮
影
検
査

申
込
方
法
四
月
三
十
日
ま
で
に

ハ
ガ
キ
(
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
世
帯
主
名
を
記
入
の
乙

げ
に
当
た
り
金
一
封
を
。

O
大
村
地
区
同
盟
(
議
長
中
村
親

さ
ん
)
は
恵
ま
れ
な
い
人
々
の

た
め
に
助
け
合
い
募
金
と
し
て

金
一
封
を
。

社
会
福
祉
事
業
費
へ

O
佐
世
保
市
宮
崎
町
四
の
八
ホ

l

ム
物
産
佐
世
保
営
業
所
(
社
長

吉
野
太
郎
さ
ん
)
は
、
前
記
の

と
お
り
お
礼
金
を
。

O
西
本
町
の
山
口
秀
夫
さ
ん
は
亡

母
シ
ズ
さ
ん
の
忌
明
け
に
当
た

り
金
一
封
を
。

O
中
岳
郷
の
向
田
保
さ
ん
は
亡
母

う
き
さ
ん
の
忌
明
け
に
当
た
り

金
一
封
を
.

。
大
村
工
業
高
校
機
械
科
一
年

B

組
の
皆
さ
ん
は
、
お
こ
づ
か
い

の
一
部
や
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

募

集

圃
市
立
幼
稚
園
教
諭
を

募
集

受
験
資
格
①
学
校
教
育
法
に
よ
る

に
よ
っ
て
集
っ
た
金
を
。

大
村
子
供
の
家
へ

O
大
村
地
区
間
盟
(
議
長
中
村
親

さ
ん
)
は
、
前
記
の
と
お
り
金

一
封
を
。

身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
へ

O
並
松
郷
の
浜
田
好
直
さ
ん
は
、

亡
二
女
直
美
さ
ん
の
忌
明
け
に

当
た
り
金
一
封
を
。

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
イ
レ
ン
施
設
費
へ

O
長
崎
県
母
子
福
祉
連
盟
大
村
支

部
(
会
長
井
石
ト
キ
さ
ん
)
で

は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
イ
レ
ン

が
市
民
に
親
し
ま
れ
、
愛
の
鐘

と
な
り
青
少
年
の
健
全
育
成
に

役
立
つ
こ
と
を
期
待
し
て
、
そ

の
施
設
費
の
一
部
と
し
て
金
一

封
を
。

ノ、

イ
横
断
」

短
期
大
学
以
上
を
卒
業
し
た
者
で

幼
稚
園
教
諭
の
免
許
を
有
す
る
者

②
昭
和
二
十
三
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
女
子

受
付
期
間
四
月
二
十
日
か
ら
五

月
四
日
ま
で

な
お
、
く
わ
し
く
は
市
教
育
委
員

会
庶
務
課
へ

-
心
身
障
害
児

家
庭
奉
仕
員
募
集

募
集
人
員
・

一
名

職
務
内
容
・
重
度
の
心
身
障
害
児

(
者
)
を
も
っ
家
庭
を
訪
問
し

て
身
の
ま
わ
り
の
世
話
ゃ
、
話

し
相
手
を
す
る
。

勤
務
:
・
日
曜
、
祝
日
を
除
き
毎
日

勤
務
(
八
時
三
十
分
l
十
七
時
)

応
募
資
格
・
:
肘
学
歴
は
問
わ
な
い

が
、
旧
制
高
女
卒
程
度
の
教
養

が
あ
る
乙
と
。
仰
心
身
と
も
に

健
全
で
あ
る
こ
と
。
制
昭
和
三

年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
十
八
年

四
月
一
日
ま
で
に
出
生
の
女
子

応
募
期
限
・
:
四
月
二
十
五
日
ま
で

希
望
者
は
大
村
市
社
会
福
祉
協

議
会
(
大
村
市
西
三
城
町
八
番
地

T
E
L①
一
三
五
一
)
へ

園
市
美
術
展
作
品
募
集

恒
例
の
市
美
術
展
が
五
月
二
十

(
歩
行
者
向
け
の
も
の
)

五
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の
四
日

問
、
中
地
区
公
民
簡
で
開
催
さ
れ

ま
す
が
、
作
品
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

出
品
作
品
の
部
門
と
体
裁

ム
洋
画

H
F
m
号
以
上
額
縁
入
れ

ム
H
本
画
(
南
画
)

l
大
き
さ

(
ム
印
・
切
言
×
ωω
ロ
ミ
)
と
し
て
表
具

を
つ
け
る
。

ム
書
道
H

条
幅
は
半
折
以
上
と
し

表
装
す
る
。
仮
表
装
は
認
め
な

、LV
ム
写
真
H

全
紙
大
で
わ
く
張
り
ま

た
は
台
紙
を
つ
け
る
τ

。

ム
彫
塑
工
芸
l
竹
、
木
工
芸
、
陶

芸
、
染
色
関
係
で
陳
列
に
便
利

で
安
全
な
体
裁
に
す
る
乙
と
。

ム
版
画
H

洋
画
の
体
裁
に
準
ず
る

ム
商
業
美
術
H

西
洋
紙
全
紙
大
と

し
、
わ
く
張
り
ま
た
は
台
紙
を

つ
け
る
。

出
品
資
格

市
内
在
住
の
一
般
市
民
(
た
だ

し
小
・
中
・
高
校
生
は
除
く
)

並
び
に
職
場
が
市
内
に
あ
り
、

通
勤
し
て
い
る
者
。

出
品
作
品
の
制
限
・
点
数

ム
洋
画
、
商
業
美
術
は
各
人
一
点

ム
日
本
画
、
書
道
、
写
真
は
各
人

二
点
ま
で
。

ム
彫
塑
工
芸
、
版
画
は
制
限
せ
ず

た
だ
し
、
会
場
の
っ
と
う
に
よ
り

制
限
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

出
品
手
数
料

各
部
門
ご
と
に
一
人
二
百
円
。

※
展
示
作
品
は
、
良
風
、
美
俗
を

害
し
な
い
範
囲
の
も
の
に
限
り

運
営
委
員
会
の
審
議
を
得
て
決

定
す
る
。

出
品
申
込
(
期
日
厳
守
)

規
定
の
申
込
用
紙
に
出
品
手
数

料
を
添
え
、
五
月
十
五
日
ま
で

に
市
社
会
教
育
課
へ
申
し
込
む

y
」
〉
」
。

作
品
搬
入

五
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
四
日

午
前
中
ま
で
中
地
区
公
民
館
へ

作
品
搬
出

五
月
二
十
八
日
終
了
後

く
わ
し
く
は
市
社
会
教
育
課
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

講

習

会

圏
中
央
高
齢
者
教
室
を

開
設

市
教
育
委
員
会
で
は
文
部
省
の

補
助
を
受
げ
、
高
齢
者
に
充
実
し

た
生
活
を
創
造
し
、
健
康
を
維
持

し
て
、
心
を
聞
き
、
進
展
す
る
社

会
を
も
ち
、
生
き
が
い
あ
る
生
活

を
求
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
高
齢

者
教
室
を
次
の
と
お
り
聞
き
ま
す

対
象
者
市
内
在
住
の
六
十
歳
以

上
の
か
た



募
集
人
員

六
十
名

開
設
日
時

五
月
l
来
年
三
月

第
二

・
四
木
曜
日

午
後
一
時
三
十
分

l
午
後
三
時

三
十
分

内
容

相
続
と
扶
養

・
年
金
と
職

業

・
身
体
の
機
能
維
持
等
十
二

課
題

講
師

大
学
教
授

・
医
師

場
所

中
地
区
公
民
館

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
か
電
話
で
、

中
地
区
公
民
館

へ

(
乾
馬
場
郷

二
四
六

電

①

一
三
七
六
)

(6) りおおむ市政だより白

川

氏
J
川
川

同
月

川
4.
川

年
川
Q
U
川

A
，
川

和
川
昭
川

ス
ポ
ー
ツ

圃
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
ご
相
談
は

体
育
指
導
委
員
に

ツス
、ポ

レ
ク
リ

エ
l
シ

ョ
ン
の

季
節
が

や
っ
て

ま
い
り

ま
し
た

市
教
育

委
員
会

で
は
、

み
な
さ

ん
の
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ

ョ
ン
の
た
め
に
、
次
の
と
お
り
体

育
指
導
委
員
を
任
命
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
と
相
談
く
だ
さ
い
。

園
第
三
期
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

次
の
と
お
り
バ
レ

ー
ボ
ー

ル
教

室
を
開
講
し
ま
す
の

で
、
ふ
る
っ

て
と
参
加
く
だ
さ
い
。

特

に
初
心
者
を
歓
迎
し
ま
す
。

場
所

市
民
体
育
館

期
間

五
月
初
旬
j
七
月
下
匂

日
時

毎
週
火
曜
日
、
午
前
十
時

j
正
午

募

集

人

員

三

十
名

(先
着
順
)

参
加
料

無
料

申
込

四
月
三
十
日
ま
で
に
住
所

氏
名
を
ハ
ガ
キ
か
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先

市
教
育
委
員
会
体
育
課

圃
第
三
期
婦
人
健
康
教
室

内
容

リ
ズ

ム
運
動
、
美
容
体
操

フ

方
|
ク
ダ
ン
ス
、
軽
ス
ポ
ー

ツ
、
器
具
を
使
用
し
た
運
動
な

戸」

場
所

市
民
体
育
館

期
間

五
月
初
旬

l
七
月
下
旬

日
時

毎
週
金
曜
日

、
午
前
十
時

ー
正
午

募
集
人
員

三
十
名

(先
着
順
)

参
加
料

無
料

申
込

四
月
三
十
日
ま
で
に
住
所

氏
名
を
ハ
ガ
キ
か
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先

市
教
育
委
員
会
体
育
課

昭和48年度大村市体育指導委員名

氏名 |住所 |特 技

深堀冨栄 1 田ノ平278 野球 | 

田中 末雄 向陽町 |レク リエーシヨン|

今村常雄 下久原 |剣道 | 

村島康司本町3丁目445I水泳
仁田勝俊原郷 |陸上

朝野 三郎 武部郷12o 陸上、体操

仙波ミ Y子 ーノ卿3ω rょ ーン ヨン
バ婦人スポ

白浜千寿子 ;徳泉JII内199のど|体操

福田 勲 |平小川郷103 Iソフトボール
家富 義人 |皆同郷536 柔道 | 

街!厨幸雄片町住宅 |剣道、陸上 i
渡海昌俊 前舟津51 レク リエーション

l野外活動

森林亀雄 水田l区 !要ド?ン トン | 

久保 正治 竹松郷404 パスケ y 卜

l l -Fi---
阿比留秀敏 i諏訪224 I ~レfボ- }レ l 

中島 泰二 |木場郷536-1Iノてドミントン | 
|古町県営 I 1-1.. +Rn 

塚崎 正紀 ! アパー トcl体操 1 

1牛嶋 知孝 |鬼橋1兜 パスケ Y トボール1

川口 一典 |柴田 |ソフトボール | 

-
第
二
期
体
力
つ
く
り
教
室

一
般
男
子
三
十
歳
以
上

内
容

健
康
体
操
、
ボ
!
ル
運
動
，

軽
ス
ポ
ー
ツ
、
器
具
(
ウ
ェ
イ

ト
付
車
、

ラ
ン

ニ
ン

グ
台
、
腹

筋
台
、
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
、
ロ

ー

ウ
ニ
ツ
ク

ス
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ

車
な
ど
)

対
象

場
所

市
民
体
育
館

期
間

五
月
初
句

l
七
月
下
匂

日
時

毎
週
土
曜
日、

午
後
二
時

ー
四
時

募
集
人
員

二
十
名

(
先
着
順
)

申
込

四
月
三
十
日
ま
で
に
住
所

氏
名

、
年
齢
を
ハ
ガ
キ
か
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

市
教
育
委
員
会
体
育
課

申
込
先

-
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険

に
加
入
を

乙
の
保
険
は
団
体
員
十
名
以
上

の
団
体
で
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
の

傷
害
事
故
に
対
す
る
保
険
で
す
。

O
保
険
料
百
円

O
保
険
金
額
五
十
万
円

。
け
が

一
日
当
た
り
の
医
療
保
険

金
五
百
円
(
百
八
十
日
が
限
度
)

く
わ
し
く
は
市
教
育
委
員
会
体

育
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

す
激
化
す
る
の
で
、
さ
ら
に
備
え

を
固
く
す
る
た
め
、
好
武
城
の
す

ぐ
近
く
に
、

人
々
富
城
を
築
い

て
移

っ
た
。
こ
の
城
も
郡
川
を
前
に
し

後
は
深
田
に
固
ま
れ
て
い
た
.

文
明
六
年
、
純
伊
は
申
岳
合
戦

で
有
馬
勢
の
攻
撃
に
あ
い
、
皮
肉

に
も
父
が
後
事
を
託
し
た
と
い
う

義
兄
の
鈴
田
道
意
に
裏
切
ら
れ、

命
か
ら
が
ら
敗
走
し、

玄
海
の
弧

島
、
加
々
良

ヶ
島
へ

と
落
ち
の
び

る
の
で
あ
る
が
、
同
十
二
年
、
兵

を
あ
げ
て
旧
領
を
奪
還
す
る
ま
で

こ
の

城
は
、
好
武
城
と
と
も
に
有

馬
勢
に
占
拠
さ
れ
て
い
た
。

以
後
、
十
八
代
純
忠
の
時
ま
で

続
い
た
。

今
富
城
乙
そ
、
最
も
波

乱
に
富
む
戦
国
時
代
の
大
村
の
歴

福
重
出
張
所
の
裏
山

一
需
が
今

史
を
秘
め
た
典
型
的
な
史
跡
で
あ

富
城
の
跡

と
い
わ
れ
る
ω

。
城

は
南
が
大
手
、
北
が
か
ら

文
明
三
年
(
一
四
七

一
年
)

父

め

手
と
な
り
、
本
丸
は
平
地
か
ら

純
治
の
跡
目
ぞ
継
い
だ
十
六
代
z

の
十
，

す
み
乙
れ

純
伊
は

、
有
馬
の
攻
勢
が
ま
す
ま
た
‘

催
し
も
の

日
時

五
月
三
日
(
憲
法
記
念
日
)

午
前
九
時

1
午
後
三
時

(雨
天

時
は
運
動
会
を
除
き
実
施
)

催
し
も
の

⑨
大
運
動
会

⑨

仮
装
行
列

⑨
展
示
演
習

(模
擬
演
習
)

⑨

レ
ン
ジ
ャ

l
展
示

⑨
武
器
展
示

⑨
演
芸
会

(
奇
術
、
漫
談
ほ
か
)

⑨

な
ん
で
も
市
(
超
廉
売
)

園
大
村
部
隊
創
設

引
周
年
記
念
祭

陸
上
自
衛
隊
大
村
駐
と
ん
地
で

は
、
創
設

二
十
一

周
年
記
念
祭
を

次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
の
で
、

多
数
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。


	197304-2-p01
	197304-2-p02－06

